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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月20日(2020.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　架橋された組織マトリックスの製造方法であって、
　（１）コラーゲン含有組織マトリックスを脱水して、脱水されたコラーゲン含有組織マ
トリックスを形成することと、
　（２）前記脱水されたコラーゲン含有組織マトリックスの少なくとも一部が架橋される
ように、前記脱水されたコラーゲン含有組織マトリックスにＵＶ光を照射することと、を
含む、方法。
【請求項２】
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　前記コラーゲン含有組織マトリックスが無細胞組織マトリックスである、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記コラーゲン含有組織マトリックスが真皮組織マトリックスである、請求項１又は２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記コラーゲン含有組織マトリックスが、筋膜、心膜組織、硬膜、臍帯組織、胎盤組織
、心臓弁組織、靱帯組織、腱組織、動脈組織、静脈組織、神経結合組織、膀胱組織、尿管
組織、及び腸組織からなる群から選択される、組織由来である、請求項１又は２に記載の
方法。
【請求項５】
　工程（１）に先立ち、前記コラーゲン含有組織マトリックスに光活性化架橋剤を含浸さ
せる、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記光活性化架橋剤がリボフラビン－５’－リン酸である、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　リボフラビン－５’－リン酸を含む水溶液に浸漬することによって、前記コラーゲン含
有組織マトリックスにリボフラビン－５’－リン酸を含浸させる、請求項１に記載の方法
。
【請求項８】
　前記水溶液が０．１～１．０重量％のリボフラビン－５’－リン酸を含む、請求項７に
記載の方法。
【請求項９】
　前記水溶液がリン酸緩衝生理食塩液である、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＵＶ光がＵＶ－Ａ光である、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＵＶ－Ａ光が３７０ｎｍの波長を有する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記コラーゲン含有組織マトリックスが、２００μｍを超える厚さを有する、請求項１
に記載の方法。
【請求項１３】
　前記コラーゲン含有組織マトリックスが、８００μｍ以上の厚さを有する、請求項１２
に記載の方法。
【請求項１４】
　前記コラーゲン含有組織マトリックスが、真空乾燥、空気乾燥、又は不活性ガスによる
処理によって脱水される、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　（３）前記架橋されたコラーゲン含有組織マトリックスを再水和すること、を更に含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記脱水されたコラーゲン含有組織マトリックス全体にＵＶ光を照射する、請求項１に
記載の方法。
【請求項１７】
　前記コラーゲン含有組織マトリックスの１つ又は２つ以上の選択した領域にＵＶ光を照
射する、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記コラーゲン含有組織マトリックス上の線及び／又はスポットの配列に、マスクを通
してＵＶ光を照射する、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
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　架橋されたコラーゲン含有組織マトリックスのパターンが得られるように、前記コラー
ゲン含有組織マトリックスにＵＶ光を照射する、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記パターンが、Ｓ字状パターン、ウェブ状パターン、円形パターン、格子状パターン
、線状パターン、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１９に記載
の方法。
【請求項２１】
　無細胞のコラーゲン含有組織マトリックスを含む組織製品であって、前記組織マトリッ
クスは、２００μｍを超える厚さを有する可撓性シートであり、前記組織マトリックスは
、前記組織マトリックスの表面から２００μｍを超える深さまで架橋され、前記組織マト
リックスは、細胞毒性残留物を含まない、組織製品。
【請求項２２】
　前記組織マトリックスが、前記組織マトリックス全厚にわたって架橋される、請求項２
１に記載の組織製品。
【請求項２３】
　前記コラーゲン含有組織マトリックスが真皮組織マトリックスである、請求項２１に記
載の組織製品。
【請求項２４】
　前記コラーゲン含有組織マトリックスが、筋膜、心膜組織、硬膜、臍帯組織、胎盤組織
、心臓弁組織、靱帯組織、腱組織、動脈組織、静脈組織、神経結合組織、膀胱組織、尿管
組織、及び腸組織からなる群から選択される、組織由来である、請求項２１に記載の組織
製品。
【請求項２５】
　前記コラーゲン含有組織マトリックスが光活性化架橋剤で架橋される、請求項２１に記
載の組織製品。
【請求項２６】
　前記光活性化架橋剤がリボフラビン－５’－リン酸である、請求項２５に記載の組織製
品。
【請求項２７】
　前記コラーゲン含有組織マトリックスが、８００μｍ以上の厚さを有する、請求項２１
に記載の組織製品。
【請求項２８】
　前記コラーゲン含有組織マトリックス全体が架橋される、請求項２１に記載の組織製品
。
【請求項２９】
　前記コラーゲン含有組織マトリックスの１つ又は２つ以上の選択した領域が架橋される
、請求項２１に記載の組織製品。
【請求項３０】
　前記コラーゲン含有組織マトリックス上の線及び／又はスポットの配列が架橋される、
請求項２１に記載の組織製品。
【請求項３１】
　前記コラーゲン含有組織マトリックスがパターン状に架橋される、請求項２１に記載の
組織製品。
【請求項３２】
　前記パターンが、Ｓ字状パターン、ウェブ状パターン、円形パターン、格子状パターン
、線状パターン、及びこれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項３１に記載
の組織製品。
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